
自他を尊重し、論理的な思考力と豊かな表現力で、粘り強く課題解決を図る生徒の育成

１学期の学校評価をお知らせします
目標１．論理的な思考力と豊かな表現力を育成する授業改善

目標２．目指す自分に向けて粘り強く自律的に取り組む態度を育成するキャリア教育

目標３．自他の良さや成長に気づき、協働によって課題解決を図る学びに向かう集団づくり

1学期末結果 改善点・２学期からの主な取組

達成指標（目標値） 1学期末結果 改善点・２学期からの主な取組

・家庭学習の仕方について学習集会をもちます。

目標達成に向けて粘り強く計
画的な家庭学習を進めてい
る生徒の割合80％以上 達成率65.4%

・2学期から７，８年生は自学ノートの取組を充実・
強化します。
・教員は簡潔で明確な指示を意識します。授業観
察もその視点で行います。

達成率100％

・単元の「学習カード」の活用を進め、有効性の検
証と改善を校内研究として進めます。
・主体的に取り組む課題解決学習を進めます。

・生徒会活動や各種行事等で、生徒が主体的に
PDCAサイクルを実働できるようにさらに工夫しま
す。

授業に興味・関心を持つ生徒
の割合90％以上

・Sタイム（StudyUp、SongTime、Fun・Funスポー
ツ、人間関係づくりプログラム、読書）の各種活動
は学習集団づくりに有効でした。引き続き生徒主
体の活動になるよう指導・支援します。
・人間関係づくりプログラムは、気持ちの伝え方
などのスキルを高めるプログラムを実施するよう
にします。
・人権教育は、文化祭の取組等を通してさらに深
めていきます。
・引き続き、スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーと連携し、個別の支援に努めま
す。

達成指標（目標値） 1学期末結果 改善点・２学期からの主な取組

52.30% ・生徒アンケートでは77，1％の生徒が「できた」と
回答しており、目指す姿の擦り合わせが必要で
す。毎日の短学活で家庭学習の計画と振り返りを
これまでも行ってきましたが、2学期はその時間を
確実に確保し、面談等で個別の指導も行います。

自分や友だちのよさや成長を
感じることができた生徒の割
合85％以上

学級や生徒会活動で協力し
て課題を解決しようとすること
は価値があることだと実感し
た生徒の割合90％以上

95.8%

98.00%

達成率100％

95.8%

達成率100％

達成率100％

学校が楽しいと回答する生徒
の割合90％以上

91.60%

達成率100％

授業や学校行事等で学びの
成果や課題を適切に評価で
きた生徒の割合80％以上

100%

達成率100％

達成指標（目標値）

低学力層（３０点未満）の割合
15％以下

8%

論理的な思考力・表現力を問
う問題の正答率70％以上

56%

達成率80％


